
（全角５文字空白；番号事務局記入）　TITLE OF THE PAPER　Times New Roman14ポイント
英文標題２行目（標題は２行以内）

Doboku Ichiro1, Doboku Jiro2, and Doboku Saburo3　←　Times New Roman体　11ポイント


１．タイトル　←ゴシック体１０～１１ポイント

←章と文章の間は，１行あける．

Microsoft WORDを使用する方は，このファイルをテンプレートとして原稿を作成できます．

・体裁：２段組　（１段につき24文字×49行）

・左右余白：15mm，上余白：20mm，下余白：25mm

・文章部：Times Nｅｗ Roman体10ポイント

・ページ番号：事務局側で付番するので，ページ番号は付けない．
・次の行のように「章と章の間」は１行あける．

←章と文章の間は，１行あける．
２．見出し

←章と文章の間は，１行あける．
（１）見出しのレベル

・章，節，項の３段階まで．

（２）節と項の見出し

・節は（１），（２），（３）･･･として記述する． 

・項は，a），b），c）･･･として記述する．

・項より下位の見出しは用いない．

←章と文章の間は，１行あける．
3． 表のタイトルの書き方と位置について

←章と文章の間は，１行あける．
・図表は，ページの「上部」または「下部」に配置する．（文章の途中には配置しない，次頁参照）
・図表の横幅は，「１段の幅いっぱい」あるいは「２段ぶち抜き」とする．

・図のキャプションはFig.1，Fig.2のように「強調体」にする（次頁参照）．文章中も同様．

・表のキャプションはTable.1，Table.2のように「強調体」にする（次頁参照）．文書中も同様．

←章と文章の間は，１行あける．
４．筆者所属欄の書き方

←章と文章の間は，１行あける．
・本ページ下欄の書式参照．

・２段ぶち抜きとする．

←章と文章の間は，１行あける．
５．参考文献の引用と書き方

←章と文章の間は，１行あける．
・参考文献は，出現順に番号を振る．その引用箇所でこのように1)上付き右括弧数字で指示する．

・参考文献は，このテンプレートのように，末尾にまとめてリストとして記載し，脚注にはしない．

・参考文献欄は，本文より小さい文字とする（末尾の記載例参照：Times Nｅｗ Roman体 ９ポイント程度）

・ページ：「pp.14-21」のように記載する．

・発行年月：「1999.3.」のように記載する．
・土木学会論文集では「論文登載後に時間が経過してもたどれるものだけ」を参考文献として挙げることとしているが，本委員会ではその性質上，電子文献等を参照する機会が多く，入手先と入手日付を記載し参考文献として挙げることとする．
←章と文章の間は，１行あける．
６．論文総頁数

←章と文章の間は，１行あける．
以上の書式にしたがって，６枚以上12枚以内（偶数）にまとめる．

←章と文章の間は，１行あける．
７．原稿ファイルをPDFへ変換

←章と文章の間は，１行あける．
PDFファイルに変換し，各自で文字未変換等を含めて画質を確認．

注）PDFファイルに変換後の容量：「５Ｍbyte程度」
←章と文章の間は，１行あける．
８．ＰＤＦファイル送信先(Eメール)

←章と文章の間は，１行あける．
PDFファイルを以下のアドレスに「添付送信」する．

送信担当者：今村玲子（土木学会事務局）

Eメールアドレス：imamura@jsce.or.jp
以下，文章部～


←文章と謝辞の間は，１行あける．
謝辞：謝辞は，結論の後に書く．見出しとコロンをゴシック体で書き，その直後から文章を書き出す．

←文章と付録の間は，１行あける．
付録

付録がある場合には，「謝辞」と「参考文献」の間に書く．

←この間は，１行あける．
参考文献

1) Doboku, T.A., Abc, S.A. and Efg, Q. : Requirements for the development of GIS–based group decision-support systems, Journal of the American society for information science, Vol.9, pp.○○-○○, 1994.7.
注）参考文献の論文集，雑誌名は「斜体」
2) ○○○○，○○○○：～

3) ～

4) ○○○○：～，<http:// ○○>，（accessed 2006.2.○）．
Fig.1 ○○○





Abstract: Microsoft WORDで原稿を作成される方は，このテンプレートを使用することができます．英文概要， 300words　以内.　Times Nｅｗ Roman体 8～10ポイント.英文概要部の左右は，２cm程度余白をとって下さい．原稿は，図表を含めて，６頁以上１２頁以内（偶数）で作成下さい．


ＰＤＦファイル名：昨年度掲載論文集の論文番号部をファイル名とする (例：6.pdf)．


ＰＤＦファイルへ変換後の画質は，各人で確認して下さい．


ＰＤＦファイルの容量は，５Ｍbyte程度になるようにして下さい．


ＰＤＦファイルには，プリントアウト不可指定，書込不可指定はしないで下さい．（事務局側での編集作業のため）





次の行のように，「抄録とキーワードの間」は１行あける．


←抄録とキーワードの間は，１行あける．


Keywords  ： 英語８語以内　Timeｓ Nｅｗ Roman体　8～10ポイント

















Table.1 ○○○








1)	Member of JSCE, Ph.D., Associate Professor, Department of Civil Engineering, Doboku University�(mubanchi, shinjyuku Yotuya, Tokyo 160-0004, JAPAN, E-mail: doboku@jsce.or.jp)


2)	Member of JSCE, Ph.D., President of Doboku Technology, Co., Ltd.


3)	Member of JSCE, M.Eng., Researcher, Doboku Laboratory











図表の配置


＜土木学会論文集書式準拠＞


図表：ページの上部または下部に配置する．


横幅が長い図表を掲載する場合：２段ぶち抜きとする．


「Fig.○」，「Table.○」の部分：強調Times Nｅｗ Roman体． 


図表の説明部：Times Nｅｗ Roman体とする．


表のキャプションは表の上部とする．


図のキャプションは図の下部とする．


























図・画像
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